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第４章 都市構造上の特性と課題及び目指すべき都市像 

（５）将来都市構造 

都心･副都心、地域拠点として整理した各拠点を図として表すとP66のとおりです。 

拠点とこれらを結ぶ軸から構成される、目指すべき本市の将来の全体都市構造は、門司港が頭で、

学術研究都市が尻尾、南の下曽根･八幡南等を足とする、いわば｢コンパクトザウルス｣型の都市構

造ということができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「コンパクトザウルス」について 
北九州市の拠点とこれらを結ぶ軸を骨格とする、都市構造型

キャラクター。子供たちをはじめ多くの人に、コンパクトなま
ちづくりに関心を持ってもらうため、現れました。街なか出身。 

図 ｢コンパクトザウルス｣型の都市構造 



 

  65  

第４章 都市構造上の特性と課題及び目指すべき都市像 

 

  
 
 



 

66 

第４章 都市構造上の特性と課題及び目指すべき都市像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

 

 


